
 木材利用の促進に関する構想
・店舗のロビーなど直接顧客が利用するスペースの床や壁などの内装の
他、椅子などの木製什器に地域材を広く活用するとともに、店舗を利用
する顧客に木材の良さをアピールすることで、地域の森林資源の循環利
用を促進し、２０５０年カーボンニュートラルの実現に貢献する。

 構想の達成に向けた取組の内容
・地域材を活用した店舗の木質化の推進
・店舗を利用する顧客への木材利用に関する普及啓発

 構想の達成のための松山市による支援
・地域材を利用する施設の木質化等に対する支援
・金融機関と連携した県産材をはじめとする木材利用の普及啓発
・協定に基づく取組を優良事例として積極的に広報

株式会社 伊予銀行 ｘ 松山市

建築物木材利用促進協定

協定締結日:令和５年１月２０日
有効期間:協定締結日から令和１４年３月末まで
対象区域:松山市

伊予銀行は、松山市と連携し、脱炭素社会や持続可能な社会の実現を目指し、積極的に木材を
活用して、店舗等の木質化を推進するとともに、木材利用の普及啓発に取り組むため、協定を締
結しました。


